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研究成果の概要（和文）： 本研究では、在宅生活ニーズを把握する際に非言語情報媒体の一種である住宅見取
り図を用いて、見取り図の効果的な活用方法を検討することを目的とした。見取り図の活用実態調査や活用の試
行を経て、活用効果検証のために仮想事例検討会を実施した。見取り図は、特に住環境に関連する情報共有を短
時間で具体的に行うことにおいて有効であった。さらに、そこで生活する人々に対する想像力を喚起させ、これ
らは支援策の広がりにもつながる可能性が示唆された。見取り図の備えるべき要件や具体的な活用場面の検討は
今後の課題である。

研究成果の概要（英文）： The objective of this study was to determine how to effectively utilize 
floor plan sketches (FPSs) to understand home living needs. Following a survey on the utilization of
 FPSs and a trial of their use, a conference of hypothetical cases was conducted to examine the 
effect of utilizing FPSs. FPSs were effective in enabling specific information to be shared in a 
short time, particularly information on the living environment. Moreover, their use stimulated 
imaginative thinking in those who lived in the home. These findings suggest that FPS utilization may
 lead to a broadening of support measures.

研究分野： 公衆衛生看護学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
近年、医療の高度化･多様化に伴い、保健、

医療、福祉の専門職は国家資格をはじめとす
る有資格者や職種が増加している。さらにケ
アの場は、医療機関等の施設中心から在宅を
含めた生活の場へと移行しつつある。このよ
うな状況において、保健、医療、福祉いずれ
の分野でも多職種間連携が重要であること
が強調されている。「保健所機能を活かした
保健･医療（看護）・福祉の連携強化」報告書
（2010）では、保健所を中心とした地域のネ
ットワーク構築には、関係機関、関係者が、
それぞれの役割を認識した上で、課題を明確
化し共有化が図られることが大切であると
している。さらに地域のネットワークが構築
される連携強化の過程では、個々の事例の課
題を発見、共有し、ケアを提供することがベ
ースになることも報告されている。ケアの場
が在宅中心に移行している現在、「住まい」
にある課題を把握し、多職種が連携して支援
策を検討し、課題解決をする必要がある。し
かし様々な専門職の連携は、それぞれの所属
やバックグラウンドが異なることから、時に
行き違いや誤解を生じることもあり、保健、
医療、福祉の分野では常に検討課題となって
いる。 

 
２．研究の目的 
本研究は、非言語情報媒体の一種である見

取り図を活用し、多職種連携あるいは当事者
参加によって行われる在宅支援のアセスメ
ントの実態把握あるいは試行をとおして、そ
の効果を明らかにしながら、在宅支援者の見
取り図活用による在宅ニーズの把握方法を
検討しようとするものである。 
近年、日本では高齢者人口、とくに医療・

介護費用の需要に直結する 75 歳以上人口の
増加を見越し、地域包括ケアの構築が急がれ
ている。とくに最近の議論においては、「住
まい」あるいは「住まい方」にも関心が向け
られている。「地域包括ケアシステムにおけ
る『５つの構成要素』」では、地域のさまざ
まなサービスが入る生活ベースとして「住ま
いと住まい方」あるいは「本人・家族の選択
と心構え」が位置づけられており、「生活の
基盤として必要な住まいが整備され、そのな
かで高齢者本人の希望にかなった住まい方
が確保されていること」が、システム成立の
前提条件とされている。 
まずは、住まいと住まい方に関する個々の

評価が、在宅支援者によってなされることが
求められているのではないか。住まいは病院
など施設とは異なり、本人が感じ取っている
ニーズに合わせて主体的に生活できる場で
あるが、本人が諦めているあるいは気づいて
いないニーズも潜在しているものと推察さ
れる。その点については、多分野の専門職に
よる視点を含めて検討がなされ、対応策が選
択される必要があろう。そのために、「住ま
い方」を含めた住生活のニーズアセスメント

が多職種の支援者によって的確になされる
ことが求められる。本研究はその方法論とし
て、非言語情報媒体、とくに見取り図の活用
に関する効果および課題を明らかにするこ
とを目的とした。 
 
３．研究の方法 
本研究では 5つの調査を実施した。＜調査

1＞は、すでに見取り図を活用している在宅
支援者を対象としたインタビューによる調
査である。＜調査 2＞は介護支援専門員を、
＜調査 3＞は介護予防教室参加の当事者を対
象とした見取り図活用の試行調査となって
いる。＜調査 4＞は、在宅支援者（介護支援
専門員）の研修における見取り図の活用実態
を把握するための質問紙調査である。＜調査
5＞は、事例検討会における見取り図活用の
効果を客観的に示すため、仮想事例を用いた
実験的方法による調査である。 
 
４．研究成果 
＜調査 1＞在宅高齢者療養支援における見取
り図活用の効果 
 見取り図の活用目的は、専門職が所属する
機関や機能によってその視点は異なるもの
の、療養者の安全や安心を図るための情報共
有を効率化し、家族の関係性を捉える際の指
標となることが示唆された。多職種が連携す
るためのツールの一つとなる可能性が考え
られる。また、見取り図で説明しきれないこ
とは、写真や見取り図への書き込みによって
補足され、より具体的な住まいや日常生活の
把握へと繋がっていた。 
今回の調査では、在宅の療養者支援に関わ

る職種という共通性はあったが、見取り図作
成の目的が異なることから、あるいは目的が
明確ではないことから、活用方法には大きな
差異があった。しかしながら多様な活用方法
が示されたことによって、今後見取り図を療
養者支援に活かしていく可能性が示唆され
た。引き続き、見取り図を積極的に活用して
いる介護支援専門員や訪問看護ステーショ
ン、地域包括支援センターなどへ見取り図活
用目的の調査を継続し、療養者のアセスメン
トや連携の活用などへと繋げるための視点
（項目）を集積していく必要がある。 
 

＜調査 2＞A 地区における見取り図を活用し
た事例検討会の試みと見取り図作成に関す
る情報収集 
 事例検討会で見取り図を活用することで、
住生活ニーズの具体的な把握と暮らし方の
選択の確認が可能であることが明らかにな
った。これらのことは、今後のより適切なサ
ービス提供や、住まいや暮らし方の選択に寄
与するものであることが期待される。介護支
援専門員をはじめとする在宅療養支援に関
わる専門職が、見取り図を作成し事例検討会
で活用することの効果については、今後さら
に検証を重ねていく必要がある。 



今回の調査は、離島という地域の、一つの
法人の協力により実現したものである。得ら
れた結果は、限定された地域の一例に過ぎな
い。今後、調査を重ねることにより事例検討
会における見取り図活用の可能性について
明らかにして行く必要がある。 
また、実務に携わる専門職が事例検討会等

で見取り図を活用することを想定すると、今
後は見取り図の描き方についても検討して
いく必要がある。 
 

＜調査 3＞地域住民が見取り図を活用する有
効性：介護予防教室参加者の見取り図活用 
 見取り図の作成には、高齢者が負担なく作
成でき、家の構造やモノを意識し、さらに生
活上の危険を認識するというプロセスがあ
った。描かれている情報から、将来、起こる
であろうことを推察し身体の危険に関する
意識づけの強化がされ、災害時や不測の事態
への対応について検討された。そして、危険
なモノを取り除くなど行動変容につながっ
た。以上のことから、見取り図は、高齢者が
住まい方の変更をする時に、納得し、自己決
定できるツールとして活用できることが示
唆された。 
今後、さらに対象者の年齢層や健康障害の

枠を広げて、地域住民が活用する見取り図の
有効性と限界を検証していく必要がある。 
 

＜調査 4＞介護支援専門員研修における見取
り図の活用 
 各都道府県の介護支援専門員実務研修で
使用されているアセスメントシートの方式
によって、住宅の図面の記入欄のフォーマッ
トは大きく異なっている。また講義・演習の
中で住宅の図面について説明したり活用し
たりする状況にも濃淡がある。都道府県によ
っては、介護支援専門員が住宅図面の記入や
活用について十分な知識や経験を習得でき
ていない状況が懸念される。 
平成 28 年度から新しい研修体系が始まっ

ている。新しい研修体系では事例をとおして
住環境に関するアセスメントが行われるこ
とになっているが、その方法論がまだ確立し
ていない。これを機会に、介護支援専門員の
専門性や資質の向上が全国的に等しく行わ
れるように、アセスメントシート方式におけ
る住宅の図面の記入欄のフォーマットや、講
義・演習における図面活用のあり方の見直し
が必要である。その際、図面の活用の方策だ
けでなく、描き方に関する講義・演習につい
ても合わせて検討することが求められる。 
 

＜調査 5＞見取り図活用効果を検証するため
の仮想事例検討会の試み 
 事例検討会における見取り図の活用効果
は、以下の二つに集約された。 
一つ目は、見取り図があることで、生活の

場の全体像と動作環境の具体的状況に関す
る共有化が、より効率的かつ正確に行われて

いた。これらは参加者が対象者の生活をイメ
ージすることを喚起し、当事者の存在を身近
に感じることにも影響していた。 
二つ目として、見取り図のある事例検討会

は、司会者の進行により、参加者の質問に提
供者が応え整然と進むという形に収まらず、
時に参加者同士の自由なやり取りが行われ
ていた。そこでの議論は、しばしば事例提供
者が想定した課題の枠組みを超えたものと
なっていた。 
以上のことが、詳細なアセスメントと具体

的な支援策の提案に影響していると考えら
れる。今回、実験的に開催した事例検討会の
参加者はいずれも経験豊かな専門職であり、
限られた事例での検討会に過ぎない。見取り
図の効果について、今後さらに検証を重ねて
いく必要がある。 
 

＜まとめ＞ 
 本研究では、見取り図を活用した在宅支援
のアセスメントの実態把握あるいは試行を
とおして、その効果を明らかにしながら、在
宅支援者の見取り図活用による在宅ニーズ
の把握方法を検討しようとした。 
見取り図を用いた事例検討会によって、在

宅支援ニーズを明らかにしようとするフィ
ールドワークを重ねてきた経験から、その効
果を少し客観的に提示することによって、こ
の方法が広く採用されるようにならないだ
ろうか、といった動機がこの研究課題に取り
組む出発点にあった。今回の調査でも確認さ
れたが、現場では見取り図が積極的に活用さ
れる実態はあまりみられない。果たして今回
の研究がそれを変える突破口となるかとい
えば、答えは否である。見取り図効果の客観
的な評価については、残念ながら、今回も十
分な検証がなされたとはいえないであろう。
ただし、見取り図を自ら描きそれを用いた事
例検討会によるニーズの検討といったプロ
グラムに参加した人の多くが感じる「ダイナ
ミズム」「おもしろさ」などが、どのような
要因によってもたらされていたのか、その一
端を確認することはできたように思われる。
それら仮説をあらためて検証することは必
要であろう。同時に、普及啓発のためのツー
ル開発も取り組むべき課題であると認識し
ている。科学的根拠の正確な提示と普及啓発
は必ずしも直結するものでもなく、今回作成
した描き方パンフレットも「もう一つの道」
となることを期待したものである。 
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